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地球にやさしい仕事の仕方を目指して 

鎌倉市役所の環境マネジメント報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の名前はエコラ。鎌倉の上空から、地球環境を見守っています。 

平成 17 年度版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行にあたって(編集方針) 

●本報告書は、鎌倉市役所が、鎌倉市内の

事業所のひとつとして事務事業に伴う環境

負荷を低減するため、環境省の策定した 

エコアクション２１に基づいて、事業所として

の環境マネジメントに取り組んだ記録です。 

●本報告書の扱う事務事業の範囲は、鎌倉

市が行うすべての事務事業で、教育委員

会、消防や一般廃棄物の処理事業、下水

道事業を含みます。 

●平成 1７年度版は、鎌倉市役所における平

成 1６年度の環境負荷の実績を把握･評価

し、監査を実施、計画の見直しをするなど、

環境マネジメントシステムを運用した結果を

報告書としてまとめ、公表しています。 

 

鎌倉市役所の概要(平成 17 年４月１日現在) 

●所在地(本庁舎) 

鎌倉市御成町１８番１０号 

●市長      石渡 德一 

●環境管理責任者（企画部長） 兵藤 芳朗  

●職員数    １，５４７人 

●施設の規模 

本庁舎･４行政センター･クリーンセンター･

保育園･学校･消防署など１１９施設 

延床面積の合計 ３３６，５２８㎡ 

〇参考 

・ 鎌倉市人口 １７０，８０９人 

        （国勢調査人口を基礎とした推計人口） 

・ 平成１６年度予算  

一般会計 ５８，５８０，０００千円 

特別会計 ４９，１７８，０００千円 
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■エコアクション21（ＥＡ21）とは 

ＥＡ21 は、幅広い事業者における環境

への取り組みを促進するため、平成 8 年

に環境省が策定しました。 

ＥＡ21 は、環境への取り組みを効果的・

効率的に行うシステムを構築すると共に、

環境への取り組みに関する目標を持ち、

行動し、結果をとりまとめ、評価し、報告

するための方法を提供しています。また、

環境省では、平成 16 年度から第三者で

ある審査人による審査制度を導入し、認

証・登録制度に変更されました。鎌倉市で

は、市独自の参加登録制度「かまくらエコ

アクション２１」を設けました。市内事業者

の参加登録を受付し、登録証明書を発行

しています。鎌倉市役所も参加登録して

います。 
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鎌倉市は環境方針として、鎌倉市役所が事務事業を行うにあたり配慮すべき基本理念と、重

点的に取り組むべき方針を示し、その実現を約束します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 方 針 

基本理念 

 

 鎌倉市役所は、市域の事業所のひとつとして、鎌倉市環境基本条例第３条に掲げる次

の基本理念に従って行動します。 

 

１ 環境の保全は、市民が健康で安全かつ快適な生活を営む上で必要とする良好な環境

を確保し、これを将来の世代へ継承していくことを目的として行います。 

２ 環境の保全は、人と自然とが共生し、環境への負荷が少なく持続的に発展することが

できる社会を構築することを目的として、すべての者の積極的な取り組みによって行い

ます。 

３ 地球環境保全は、人類共通の課題であるとともに、市民の健康で安全かつ快適な生

活を将来にわたって確保する上で極めて重要であることから、すべての事業活動及び

日常生活において推進します。 

 

基本方針 

 

 鎌倉市役所は、基本理念に従った行動を実現するために、市の事務事業活動によって

生ずる環境への影響を把握し、環境負荷の低減のための目標を含む環境行動計画を策

定し、組織・職員が一丸となった取り組みを行います。そして、定期的な点検・評価、見直

しを行いながら、継続的に改善を図ります。特に次のことに重点的に取り組みます。 

 

１ 市のすべての施設において省エネルギー・省資源に努めます。 

２ 市が率先して、グリーン購入を推進します。 

３ 循環型社会形成のために、市域における廃棄物の資源化や適正処理を図り、減量に

努めます。 

４ 市の公共事業の実施にあたっては、企画から事業完了の各段階に応じた環境配慮を

行い、環境負荷の低減に努めます。 

５ 市の事務事業の実施にあたり、環境関連法令を遵守します。 

６ 市職員及び市の業務に従事する者に対し、環境保全意識の高揚を図ります。 

 

平成16年2月27日 

鎌倉市長 石 渡 德 一 

鎌倉市環境基本条例  平成6 年(1994 年)12 月に制定された鎌倉市環境基本条例は、昭和47 年(1972 年)に

制定された鎌倉市環境保全基本条例を、地球環境保全や健全な生態系の保全の視

点を加えて改正したもので、現在および将来の市民の健康で安全かつ快適な生活の

確保に寄与することを目的に、3 つの理念を掲げています。 
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鎌倉市役所では、事務事業にともなう環境とのかかわりを把握し、環境負荷低減のため努力

します。 

 

鎌倉市では、市役所本庁舎や行政センターにおける窓

口業務、市施設の運営のほか、市民の出すごみ(一般廃

棄物)の処理や、汚水(公共下水道)の処理も市役所で行

っています。これらの事務事業を行うにあたりエネルギ

ーを消費し、その結果、様々な物質を地球環境へ放出し

ています。それぞれの業務を行う事業所に外部から投

入される物質の種類と量及び、事業所から外部に排出

される物質の種類と量を下図に示します。

 

 

                                  

                                  

エネルギーの種類と使用量 エネルギー量(MJ) *1 

購入電力            39,313,104kWh 386,447,812.3 

化 石

燃料 

灯油             129,503 ℓ 

Ａ重油            358,870 ℓ 

都市ガス          594,339N㎥ 
液化石油ガス       43,828 ㎏ 

ガソリン            97,292 ℓ 

軽油               146,751 ℓ 
合計 

4,752,760.1 

14,031,817.0 

24,427,332.9 
2,200,165.6 

3,366,303.2 

5,605,888.2 
54,384,267.0 

新エネルギー(太陽光発電) 14,932kWh 53,755.2 

総計 440,885,834.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の種類 排出ガス 
二酸化炭素換算
量(kg-CO2) 

電気の使用(事務室等、下
水・廃棄物の処理等) 

CO２ 14,860,354 

燃料の使用(自動車の走行、
暖房用、ディーゼル機関等) 

CO２, N2O 3,290,872 

自動車の走行、カーエアコン 
CH4, N2O 
HFC 

13,953 

一般廃棄物・廃プラスチック・
下水道汚泥の焼却 

CO2, N2O 
CH4 

16,095,421 

下水道処理 CH4, N2O       1,445,005 

合計  35,705,605 

 

鎌倉市役所の仕事と環境とのかかわり 

市役所の 

主な仕事 窓口業務などの事務・施設の運営 
窓口業務などの事務・施設の運営 

平成 1６年度 

物質投入量 
インプット 

総エネルギー投入量 

温室効果ガス排出量 *2 

③ 

平成 1６年度 

物質排出量 
アウトプット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大気への排出 
公共用水域 
への排出 

ＰＲＴＲ法 

対象物質*3 

0 t 0.9 t  

再生 

利用 

古紙類          10,013.27t 
ﾐｯｸｽﾍﾟｰﾊﾟｰ        1,806.27t 
ビン             1,580.00t 
缶               540.00t 
ペットボトル         387.61t 
容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ     215.75t 
植木剪定材         3,200.15t 
焼却灰(一般廃棄物)  4,112.34t 
その他           4,740.09t 
           合計 26,610.33t 

ダイオキシン類 71.38mg 0.24mg  

再使用 ビン・古布          1,079.38t 

 

その他の物質 0 t 423.7 t  

最終処分量 汚泥・がれき類      174.00t 

上水使用量 

570,758㎥ 

下水流入量   21,225,092 ㎥ 

水質汚濁物質(BOD 負荷量) 

                 3,356 ｔ 

家庭からの廃棄物（資源物も

含む）と事業所からの一般廃

棄物 

             84,916 ｔ 

紙(印刷・コピー用紙等)  A4 換算 24,101,709 枚 

トイレットペーパー           61,690 ロール 

公共用水域の排水量       21,225,092㎥ 

水質汚濁物質(BOD 負荷量)         69 ｔ 

市民事業者からの一般廃棄物の処理・下水処理 

廃棄物排出量 

■各データの算出方法  市役所の各部等で所管する施設や事業で消費した電力・燃料・水道や紙類等

の量を基に算出し、まとめました。 

■*1 エネルギー量（ＭＪ）  メガジュールはエネルギー量の単位。メガは１０６倍のこと。 

■*2 温室効果ガス  大気中の温室効果ガスの濃度が増加して、太陽からの放射熱と地表からの放射

熱のバランスが崩れ地球温暖化が進んでいます。二酸化炭素(CO２)･メタン(CH４)･一酸化ニ窒素(N2O)･ﾊ

ｲﾄﾞﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ(HFC)・ﾊﾟｰﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ(PFC)･六フッ化硫黄(SF６)の六種類のガスをいいます。 

■*3 ＰＲＴＲ法  特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律。人

の健康や生態系に有害な恐れのある化学物質について、各事業者が環境中への排出量や廃棄量等を

把握して国へ報告し、国は集計結果を公表する仕組みになっています。 

一般廃棄物投入量 

水投入量 

紙投入量 

排水量 

化学物質排出量・移動量 

④ 



 

 

 

 

鎌倉市役所の事務事業に伴う環境負荷を低減するため、平成 17年度から19 年度までの環

境目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇公共施設における電気使用量の削減 

平成16 年度 目 標 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

電気使用量 
(kwh) 

14,544,828 14,253,931 13,768,650 13,632,872 13,628,776 13,486,201 

増減率  －２．０％ －５．３％ －６．３％ －６．３％ －７．３％ 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2 
5,497,945 5,387,986 5,204,550 5,153,226 5,151,677 5,097,784 

 

◇公用自動車(ゴミ収集車・消防車両を除く)の走行に伴う二酸化炭素排出量の削減 

平成16 年度 目 標 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2 
203,930 173,103 169,336 169,336 168,242 167,223 

増減率  －１５．０％ －１7．０％ －１７．０％ －１７．５％ －１８．０％ 

 

◇公共施設における上水使用量の削減 

平成16 年度 目 標 値 
 

平成 14年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

上水使用量(㎥) 379,347 360,380 358,617 347,722 345,656 345,656 

増減率  －５．０％ －５．５％ －８．３％ －８．９％ －８．９％ 

 

◇紙購入量の削減 

平成16 年度 目 標 値 
 

平成 14年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

Ａ４換算(枚) 24,333,685 23,117,001 23,558,110 21,900,317 21,900,317 21,900,317 

増減率  －５．０％ －３．２％ －１０．０％ －１０．０％ －１０．０％ 

 

環境行動計画 環境目標と実績 

今年度は､職員の取り組みの結果が明確になるように､主に職員が取り組む目標と､市域の廃棄物

量や下水使用量に影響される目標をそれぞれ別個に定めました。なお、平成14年 12月に策定した

｢鎌倉市役所地球温暖化対策実行計画｣に対応する市域全体における温室効果ガス排出量の削減

目標は、これらを合算して設定しました。 

職員が取り組む市役所における環境負荷の低減 

⑤ 



◇グリーン購入の推進 

鎌倉市では、平成14年12月に策定した｢鎌倉市グリーン購入基本方針｣と毎年改定を行っている｢調達方針｣に基づき、
グリーン購入を推進しています。平成 16 年度調達方針では家電製品・照明・自動車等及び公共工事を対象に加え、

181品目についてグリーン購入に取り組みました。16年度における分野別調達率は下表のとおりでした。また、17年度

には 18 品目を加えた、199 品目のグリーン購入に取り組みます。17 年度は、紙類・文具類・機器類・ＯＡ機器・家電製
品・エアコンディショナー等・繊維類・その他の繊維類について、調達目標100％を設定しました。 

 

 用紙類 文具類 機器類等 自動車 繊維製品等 役務 公共工事等 

平成16 年度調達率 ９５．２％ ９３．８％ ８７．２％ １００％ ７８．８％ ９９．９％ ９３．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇一般廃棄物処理事業における環境負荷の低減 

平成16 年度 目 標 値 ・ 推 計 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

一般廃棄物 
焼却量(t) 

49,440 43,860 44,302 43,249 41,964 41,464 

増減率  －１１．３％ －１０．４％ －１２．５％ －１５．１％ －１６．１％ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 
焼却量(t) 

6,027 5,442 5,478 4,521 3,521 3,407 

増減率  －９．７％ －９．１％ －２５．０％ －４１．６％ －４３．５％ 

廃棄物処理のため

の電気使用量  
8,049,264 7,161,268 7,490,538 7,790,012 7,581,699 7,490,453 

増減率  －１１．０％ －６．９％ －３．２％ －５．８％ －６．９％ 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2 *1 
20,007,104 18,363,983 18,431,568 15,984,042 13,379,712 13,033,271 

増減率  －８．２％ －７．９％ －２０．１％ －３３．１％ －３４．９％ 

*1 焼却に伴う温室効果ガス、電気・重油・灯油等使用及びごみ収集車等の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量を合算 

 

 

◇公共下水道事業における環境負荷の低減 

公共下水道の普及に伴う下水流入量、下水汚泥、電気使用量の変動を推計すると下表のとおりです。 

平成16 年度 推 計 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

下水流入量(㎥) 18,118,069 21,864,000 21,225,092 21,753,500 22,305,000 22,857,000 

増減率  ２０．７％ １７．１％ ２０．１％ ２３．１％ ２６．２％ 

下水汚泥 
焼却量(t) 

9,974 15,997 14,253 13,141 13,371 14,623 

増減率  ６０．４％ ４２．９％ ３１．８％ ３４．１％ ４６．６％ 

一般廃棄物処理事業と下水道事業に伴う環境負荷の低減 

平成 1６年度の評価 

「公共施設における電気使用量」は、猛暑であったにもかかわらず､冷夏の前年度実績値 13,785,733kwh より

削減できました。これは、大規模な設備改修がなかったことから､職員一人ひとりのこまめな努力の積み重ね

によるものと考えられます。１７年度の目標値は、さらに基準年に対し１％の削減を目指します。「公用自動車

の走行に伴う CO2 排出量」「公共施設における上水使用量」も順調に削減できました。紙購入量は基準年に

対し３．２％の削減ができましたが、目標の５％削減はできませんでした。後述する具体的な取り組み「紙購

入量の削減に向けて」とともに、今後も目標を達成するように努力します。 

⑥ 



平成16 年度 推 計 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

下水道事業のため

の電気使用量(kwh) 
16,738,507 19,165,160 18,053,916 18,962,570 19,124,900 19,665,860 

増減率  １４．５％ ７．９％ １３．３％ １４．３％ １７．５％ 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2  
9,062,268 10,486,718 10,478,241 10,346,124 10,488,374 10,941,545 

増減率  １５．７％ １５．６％ １４．２％ １５．7％ ２０．7％ 
 

上記のように下水道事業全体の環境負荷増加が見込まれるため、処理水量１㎥あたりの二酸化炭素排出量を 

低減することを目標としています。 

平成16 年度 目 標 値 
 

平成 12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

処理水量あたりの
二酸化炭素排出量
kg-CO2/㎥ 

0.50 0.48 0.49 0.48 0.47 0.48 

増減率  －４．０％ －２．０％ －４．０％ －６．０％ －４．０％ 
 

◇ダイオキシン類の大気への排出量の削減 *3 

平成 16 年度 推 計 値 
 

平成 14年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

排出量(mg) 1,810 218 71 104 104 104 

増減率  －８８．０％ －９６．１％ －９４．３％ －９４．３％ －９４．３％ 

*3 一般廃棄物及び下水汚泥焼却に伴いダイオキシン類が生じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

｢地球温暖化対策推進に関する法律｣に策定を義務付けられている｢地球温暖化対策実行計画｣に基づく市役所 

の業務全体から発生する温室効果ガス発生量及び目標は､下表のとおりです。１６年度は、当初見込みより一般 

廃棄物焼却量が増加したため､全体の目標を達成できませんでした。 

平成16 年度 目 標 値 
市役所全体 

平成12年度 
(基準年) 目標値 実績値 平成17 年度 平成18 年度 平成19 年度 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2 
36,782,345 35,629,148 35,705,605 33,497,283 30,843,365 30,780,029 

増減率  －３．１％ －２．９％ －８．９％ -１６．１％ －１６．３％ 

 

市役所の業務全体から生じる温室効果ガス排出量の削減 

⑦ 

平成1６年度の評価 

一般廃棄物焼却量は前年度実績値 44,110t と比較すると 192t の増加、電気使用量も前年度実績

7,405,169kwh より85,369kwh の増加となりました。しかし、廃プラスチック焼却量は、一部地域で容器包装

プラスチックの分別回収が一年間経過したことにより前年度より 44t の減少となりました。このため、廃棄

物処理に伴うＣＯ２排出量は 106,563kg の減少となりました。一般廃棄物処理事業における４項目の目標

はいずれも達成できませんでした。今後、１７年度から容器包装プラスチックの回収を全地域に拡大する

予定のため、目標値を大きく減少させました。公共下水道については､公共下水道整備の進捗に伴い汚

泥焼却量､電気使用量が増加していく見込みのため、処理水１㎥あたりのＣＯ２排出量の削減を目標とし

ており、１６年度は、僅かですが目標値を達成できませんでした。「ダイオキシン類の大気への排出量」

は、規制強化へ対応した結果、１５年度以降は大幅に減少しています。排出量の実績に合わせ、目標値

も強化しました。 



 

 

 

 

環境目標を実現するために鎌倉市役所で職員が重点的に取り組む項目を選び、それぞれの

取組率の目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

16 年度取組率 取組率目標  

目標 実績 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

昼休みの消灯 ９６％ ９８％ １００％ １００％ １００％ 

昼休みや席を離れるときのＯＡ 
機器の電源切断 

９０％ ７７％ ９６％ ９８％ ９８％ 

定時退庁の徹底 ９６％ ９６％ １００％ １００％ １００％ 

不要な電気機器の使用抑制 ９６％ ９８％ １００％ １００％ １００％ 

自動車使用の利用抑制 ８９％ ８７％ ９１％ ９２％ ９２％ 

水曜ノーカーデーの徹底 ７０％ ７１％ ８３％ ８４％ ９１％ 

アイドリングストップ等環境を配慮
した運転 

９０％ ８９％ ９８％ １００％ １００％ 

 

｢昼休みの消灯｣は９８％の実行部門で 8 割以上の取組率であり、取組がほぼ定着してきました。しかし､「昼休みや席

を離れるときのＯＡ機器の電源切断」は前年度と同様の７７％でした。実行部門ごとの環境目標を定め､取組率向上に

努力します。その他については概ね目標は達成していました。目標達成できた項目については１７年度以降の目標を

上方修正しました。 

 

 

 

16 年度取組率 取組率目標  

目標 実績 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

節水こまの設置や元栓の調整 ６８％ ５３％ ８５％ ８９％ ９３％ 

 

前年度の取組率６７％から５３％に低下しました。各公共施設管理者が、積極的に節水コマの設置や元栓の調整を行

うよう、公共施設を有する実行部門の環境目標に定め､取組率向上に向けて努力します。 

 

 

 

 

 

 

環境行動計画 環境目標実現のための取り組み 

温室効果ガス排出量の削減に向けて 

上水使用量の削減に向けて 

⑧ 

実績の把握は､各部門ごとに、｢8 割以上実行していた｣は 3点､｢5割以上8割未満実行していた｣は2点､｢3

割以上5 割未満実行していた｣は 1 点､｢実行は3 割未満であった｣は 0 点として採点し行いました。取組率

は、満点に対する採点の合計を算出したもので、｢非該当｣の場合は満点に加算してありません。 



 

 

16 年度取組率 取組率目標  

目標 実績 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

会議資料等の簡素化 ９０％ ８２％ ９６％ ９６％ ９８％ 

印刷物の適正数量の作成 ９５％ ９６％ １００％ １００％ １００％ 

両面印刷・両面コピーの徹底 ９０％ ７９％ ９５％ ９６％ ９６％ 

電子メディア等の利用によるペー

パーレス化 
９０％ ７７％ ９１％ ９４％ ９６％ 

｢会議資料等の簡素化｣「両面印刷・両面コピーの徹底」「電子メディア等の利用によるペーパーレス化」は、目標を 

達成できませんでした。安易に紙類の使用を増やさないよう、職員への啓発に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 年度取組率 取組率目標  

目標 実績 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

市役所でのごみの分別の徹底 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

再使用又はリサイクルしやすい製

品の優先的な購入・使用 
９０％ ９４％ １００％ １００％ １００％ 

詰め替え可能な製品の利用や備

品の修理による延命化 
９１％ ９８％ １００％ １００％ １００％ 

包装・梱包(段ボール等)の削減、

再使用 
９４％ ９０％ １００％ １００％ １００％ 

「もったいない」「資源物を大切にしよう」という意識が職員に浸透してきました。 

 

 

｢平成 17 年度鎌倉市グリーン購入調達方針｣では、紙類・文具類など199 品目で調達率１００％の目標を掲げてい 
ます。また、再生紙利用促進のため､印刷物には Rマークの明記を進めています。 

16 年度取組率 取組率目標  

目標 実績 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

調達方針の特定調達品目以外で

も、環境ラベル製品等を購入 
１００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

印刷物へのＲマークの明記 １００％ ７６％ １００％ １００％ １００％ 

物品納入業者や公共工事請負業

者等へのグリーン購入基本方針・

調達方針の周知 

９０％ ８１％ １００％ １００％ １００％ 

 

紙購入量の削減に向けて 

一般廃棄物焼却量等の削減に向けて 

グリーン購入徹底のために 

⑨ 

啓発用ポスターの一例 



 

 

 

 

鎌倉市役所は事業所として環境関連法令を遵守し、環境上の緊急事態への準備体制 

を整備しています。 
 
事業所の施設等により、次の各法令が対象になります。いずれも、法令に定められた調査分析を実施しており、 
規制基準を満足していました。また、平成16 年度に環境上の緊急事態はありませんでした。 

 
主な環境法令 

■大気汚染防止法         一定規模以上のボイラー、廃棄物焼却炉などによるばい煙・粉塵などを規制 

■自動車ＮＯｘ・ＰＭ法    トラックやディーゼル乗用車からの窒素酸化物と粒子状物質の排出などを規制 

■水質汚濁防止法         水質浄化センターなどからの排水の水質を規制 

■騒音規制法・振動規制法    一定規模以上の圧縮機・送風機などによる騒音・振動を規制 

■ダイオキシン類対策特別措置法 クリーンセンターのごみ燃焼による大気へのダイオキシン類の排出を規制 

■ＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法  ＰＣＢ使用電気機器の適正保管を規定 

■神奈川県生活環境の保全等に関する条例  騒音・振動・大気汚染などを生じる可能性がある設備やディー 

ゼル車による粒子状物質排出量などを規制 

■環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律  平成１５年１０月１日に施行され、 

１６年 10月１日に完全施行。国の基本方針等を踏まえて、市としての基本方針を策定する予定。 

 

 

 

 

鎌倉市役所では、事務事業に伴う環境負荷を低減する仕組みとして、環境活動評価 

プログラム(エコアクション 21)を基本に環境マネジメントに取り組んでいます。さらに、 

実効性を高めるため、独自に内部監査を取り入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律の遵守・緊急事態への準備 

推進体制 

環境管理総括者：市長 

鎌倉市環境施策推進協議会 
会長：助役 委員：収入役・教育長・各部長 

エコアクション推進委員会 

委員長：環境管理責任者(企画部長) 

委員：各部総務担当課長等 
環境監査組織 

環境監査責任者 
(行革推進担当担当部長) 環境管理責任者 

(企画部長) 

実行部門長(部長等)・実行推進員(各課から選出) 

推進組織図 
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環境監査は、環境監査責任者及び６名の監査員による内部環境監査組織で行っています。 

環境監査対象は全ての部等とエコアクション推進委員会に対し、ヒアリング調査を実施しました。また、今泉 

クリーンセンター、さわやかセンター、たまなわ交流センター及び御成中学校の４施設において現場監査を実施 

しました。 

監査の主なチェックポイントは、各部等における環境マネジメントシステムの構築状況､環境目標の達成状況 

及び取組自己チェックの前年度対比による達成状況と今後３ヵ年の目標としました。また、所管する各施設の管 

理状況等についても確認しました。 

監査実施期日  ヒアリング監査 平成 17年 7 月 12 日(火)～14 日(木)、現場監査 平成17年 7 月 27 日(水) 

監査の結果   監査の範囲において「重大な指摘事項」及び「軽微な指摘事項」はありませんでしたが、11 

部門とエコアクション推進委員会に対して延べ１９点が経過観察事項と 

なりました。 

  エコアクション推進委員会についての「観察事項」は次の４点です。 

 ① 全職員への環境方針の周知について 

② 全職員の EA21 の理解と取組について 

③ 委託業者、関連事業者に対する EA21 普及の全庁的な取組について 

④ 紙購入量削減に向けた具体的な取組について 

 

 

 

私が平成１５年８月１４日に鎌倉市役所エコアクション２１キックオフ宣言を行ってから､ 

今回で３回目の環境活動レポートを発行することになります。 

今回の環境レポートでは EA21 で必須項目である二酸化炭素排出量、上水使用量、一般廃棄物 

焼却量の削減について、目標値に達していない項目も見られますが、基準年に対しては、削減 

が進んでいることが確認できました。環境マネジメントシステム導入の効果が徐々に表れてきた

ものと判断しています。 

環境監査で観察事項となりました項目はもとより、個々の職員の意識を高めつつ、市の組織全

体をあげた積極的な取組みを継続していきたいと考えています。 

環境監査 

 
・環境方針 ・環境負荷の現状把

握 ・法の遵守状況 ・目標の設定 

 
・環境管理責任者のもと、各職場で計画を推

進 ･環境情報の提供 ･職員研修 ･緊急事態

への準備対応 

環境監査 

 
計画の進捗状況をデータでチェック 

取組み状況の確認･評価(CHECK) 

 
次年度に向け計画を再検討 

計画の見直し(ACTION) 
計画(PLAN) 

計画の実施（DO） 

継続的改善 

システムの運用 

(ＰＤＣＡサイクル) 
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市長によるエコアクション２１全体の評価と見直し 



 

 

 

 

鎌倉市役所の環境マネジメントへの取り組み状況を｢環境活動レポート｣(本書)にま 

とめ、毎年度、公表します。今後とも、わかりやすい環境情報の提供に努めます。 

 

 

 

鎌倉市のホームページ(グリーンネット)内の環境政策課 

のサイトでは本書を全文閲覧できるほか、市域の環境デー 

タなどの環境情報を掲載しています。今後も、ホームページ 

を重要な情報提供の手段と考え、環境情報の充実に努めま 

す。 

 

鎌 倉 市 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス                

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kankyo/ 

 

 

 

 

 

市の各施設では、環境保全に関する職員の資質を高めるため研修等を実施しています。 

このたび策定した環境行動計画を周知し、市役所全体で環境マネジメントを徹底してい 

くために、全職員を対象にした研修を充実していきます。 
 

■環境関連の有資格者 

平成17 年３月末現在、公害防止管理者、危険物取扱主任者、廃棄物処理施設技術管理者などの有資格者が 

延べ328 人います。また、衛生管理者・特定化学物質等作業等の技能の取得に必要な講習等に6 名を派遣しま 

した。今後も施設運営等に必要な有資格者の増強を図ると共に、職員自ら、環境に関する意識や技術向上に努 

めます。 
 
■1６年度に実施した環境保全に関する研修 

研修等の名称 対象・参加人数 内容 

ＥＡ２１実行推進員研修会 実行推進員等76 名 ＥＡ２１取り組み体制の見直しについて 

新採用職員追研修 新採用職員5 名 ごみ行政 

清掃実務体験研修 新採用職員5 名 名越ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰでの清掃実務 

新任管理監督者研修 新任課長補佐・係長 82名 環境政策について 

危険物取扱者保安講習 職員1 名 消防法に定められる保安講習 
 
■『エコアクションニュース』の発行 

平成１４年１２月に策定した「鎌倉市役所地球温暖化対策実行計画」に関する情報提供や取り組みの呼びかけ 

を行うため『ストップ温暖化ニュース』を平成１４年度に発刊してまいりました。 

また、平成１６年３月１８日には、『ストップ温暖化ニュース』を『エコアクションニュース』と改題した改定創刊号を 

発行し、鎌倉市役所エコアクション２１がスタートしたことなどを周知しました。 

平成１７年度も『エコアクションニュース』を３回発行し、エコアクションへの取り組みを促していきます。 

 

環境情報の提供や情報交換(環境コミュニケーション) 

研 修 

ホームページによる情報の提供 

⑫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市役所環境活動レポート 

 

発行  平成 17 年 9月 9 日 

     鎌倉市環境施策推進協議会(事務局:企画部環境政策課) 

     〒248-8686 鎌倉市御成町18番 10号 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 

こども局推進担当 

パソコンによるペーパーレス化 

各職員のパソコンを利用して情報

の共有化を図るほか、持ち回り会議

や資料の回覧等に活用していま

す。 

また、打ち合わせの際など、画面

上のデータをもとに説明や意見交

換を行うことで、データの修正やチェ

ック作業等をリアルタイムで行うこと

が可能となり、結果として、印刷等

に使用する紙を大幅に削減すること

ができました。 

 

 

大船駅周辺整備事務所 

光熱水費（グラフの掲示） 

大船駅周辺整備事務所については、事

務所施設の使用者が同事務所の職員に

限られているため、光熱水費の節減に取

り組みがそのまま結果として反映されや

すい状況にあります。 

このため、月ごとの使用量を前年の状

況と比較できる形でグラフとして作成し、

すべての職員が見やすい場所に掲示す

ることにより、環境に配慮することの必要

性を常に意識することで、省エネルギーと

コスト削減に取り組んでいます。 

 

広町・台峯緑地担当 

月別紙使用量の目標値の設定等 

月ごとの紙使用量の目標値（枚数）を設定した表を作成すると

ともに、その表に実際使用した枚数と目標値に対する達成率を記

入し、達成率が低かった場合は、使用量が増えた原因等を考察し

て、改善が必要な場合は、直ちにそのための方策を検討し実施

することとしています。 

 

 

 


